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『人 民 日 報 』 に 見 る 『武 訓 伝 』 批判
吉 田 富 夫
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い わ ゆ る “ 行 乞 興学” で 知 ら れ る 清 末 の 民 間 教 育 家 武 訓 を 頌 え た 映 画 r武 
訓 伝 』 に 対 す る 批 判 は 、 中 華 人 民 共 和 国 建 国 後 に 毛 沢 東 に よ っ て 発 動 さ れ た  
最 初 の 思 想 批 判 運 動 と し て 広 く 知 ら れ て い る が 、 そ の 評 価 は 、 毛沢東在世期 
と そ の 後 の 改 革 •開 放 期 と で 、 全 面 的 肯 定 •賛 美 か ら 基 本 的 否 定 へ と 、 ほと 
ん ど 逆 転 し た か に み え る 。 た だ 、 後 者 に つ い て 言 え ば 、 必ずしも 評 価 が 確 定  
し て い る わ け で は な く 、 た と え ば 胡 喬 木 の つ ぎ の 発 言 に み ら れ る よ う に 、 か 
な り 揺 れ て い る 。

「一 九 五 一 年 曾 经 发 生 过 对 一 个 开 始 并 不 涉 及 而 后 来 涉 及 陶 先 生 的 、 关于电  
影 r武 训 传 j 的批判。 这 个 批 判 涉 及 的 范 围 相 当 广 泛 。我 们 现 在 不 在 这 里 讨  
论 对 武 训 本 人 及 武 训 传 电 影 的 全 面 评 价 ， 这 需 要 由 历 史 学 家 、教育学家和电  
影 艺 术 家 在 不 抱 任 何 成 见 的 自 由 讨 论 中 去 解 決 。 但 我 可 以 负 责 地 说 ， 当时这 
场 批 判 .是 非 常 片 面 的 .非 常 极 端 的 ， 也 可 以 说 是 非 常 粗 暴 的 。 因 此 .尽 管  
这 个 批 判 有 它 特 定 的 历 史 原 因 ，但 是 由 于 批 判 所 采 取 的 方 法 ，我们不但不能 
说 它 是 完 全 正 确 的 ，甚 至 也 不 能 说 它 是 基 本 正 确 的 」（r胡 喬 木 文 集 j 第三巻 
一 九 二 頁 人 民 出 版 社 一 九 九 四 年 ）
こ れ は 中 国 陶 行 知 研 究 会 成 立 大 会 （一 九 八 五 年 九 月 五 日 ）で 中 共 中 央 政 治 局  

委 員 の 肩 書 で 胡 喬 木 が 行 っ た 挨 拶 の 一 節 だ が 、 r武 訓 伝 j 批 判 を 「非常片面 
的 」 う ん ぬ ん と 強 い 言 葉 で 否 定 し な が ら も 、 そ の 「全 面 評 価 」 については専 
門 家 の 「自由讨论」 に 下 駄 を あ ず け た あ た り 、 い さ さ か 歯 切 れ が わ る い 。 そ 
して、 管 見 の お よ ぶ と こ ろ 、 そ れ か ら か な り の 時 間 が 経 っ た が 、 この運動に 
対 す る 中 国 で の 評 価 は 、 い ま な お そ の 「方 法 」 の 行 き 過 ぎ を 非 難 す る こ と に  
の み 急 で 、 運 動 そ の も の の 歴 史 的 意 味 を 明 ら か に す る 方 向 に は ほ と ん ど 進 ん  
で い ないかにみえる。

しかし、 結 果 論 か ら 歴 史 を 切 り 捨 て て み て も 、 か つ て あった運動が消える 
わ け の も の で は な い 。 必 要 な の は 、 た と え 「非 常 粗 暴 」 で あ っ た に も せ よ 、 
五 〇 年 前 に あ っ た あ の 運 動 が あ の 時 点 で 持 っ て い た 意 味 （プラスもマイナスも 
含 めて）を 少 し で も 明 ら か に す る こ と で な け れ ば な ら な い 。 以下はそのための 
一 つ の 試 論 で あ る が 、 諸 般 の 制 約 も あ る の で 、 こ こ で は素材を運動の主要舞
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台 で あ っ た r人 民 日 報 j に し ぼ り 、 最 近 に な っ て あ れ こ れ と 語 ら れ る 当 時 の  
舞 台 裏 の エ ピ ソ ー ド な ど は 、 ひ と ま ず 無 視 す る 。 一 九 五 一 年 の あ の 当 時 、 人 
々 の 目 に 映 っ て い た 運 動 そ の も の の 一 面 を 再 現 し て み る こ と で 、 歴史の現場 
に お け る 運 動 の 意 味 を 考 え て み た い か ら で あ る 。

2

そ れ に し て も 叙 述 の 便 宜 か ら し て 、 批 判 運 動 が 起 こ る に い た る 経 過 を 、 手 
短 に 述 べ て お か ね ば な ら な い 。

中 国 映 画 界 の 草 分 け の 一 人 で あ る 孫 瑜（1900〜1990)が 、 国 民 党 国 防 部 所 属  
の 中 国 電 影 制 片 廠 で 映 画 r武 訓 伝 』 の 撮 影 を 始 め た の は 、一九四八年夏のこ 
と で あ っ た 。 シ ナ リ オ も 孫 瑜 で 、 主 演 は 三 〇 年 代 か ら の 名 優 趙 丹 〇 し か し 口  
ケ を 三 分 の 一 終 え た と こ ろ で 、 カ ネ が つ づ か な く な っ て 撮 影 中 止0 制作権と 
撮 影 済 み フ ィ ル ム は 上 海 昆 崙 電 影 公 司 に 買 い 取 ら れ た が 、 内戦でスタッフが 
散 り 散 り に な っ た た め 、 事 実 上 お 蔵 入 り を 余 儀 な く さ れ る 。 建国 直 後 の 四 九  
年 十 一 月 か ら シ ナ リ オ に 手 を 入 れ る な ど 撮 影 再 開 に 向 け て 準 備 を 始 め 、 翌五 
〇 年 一 月 か ら 撮 影 を 再 關 し 、 十 二 月 ま で か か っ て 完 成 し た 。

す ぐ さ ま 上 海 、 北 京 な ど 全 国 の 主 要 都 市 で の 上 映 が 始 ま っ た が 、 なかなか 
に 評 判 が よ く 、 映 画 は 賞 賛 の 声 に つ つ ま れ た 。 の ち に 毛 沢 東 は 、 「应当重视  
电 影 r武 训 传 』 的 讨 论 」（r人 民 日 報 j 一 九 五 一 年 五 月 二 十 日 付 ）の な か で 、 
一 月 か ら 四 月 に か け て r光 明 日 報 j 、 r工 人 日 報 』 、 r新 民 報 』 、 r天津日 
報 』 、 r進 歩 日 報 j 、 r 大 公 報 』 、 『新 聞 日 報 』 、 r 文 匯 報 』 、 『北京文 
芸 』 、 r大 衆 電 影 j な ど に 掲 載 さ れ た 映 画 評 四 十 三 編 を 「北 京 、 天 津 、 上海 
三 个 城 市 中 报 纸 和 刊 物 上 所 登 载 的 歌 颂 r武 训 传 』 、歌 颂 武 训 、 或 者 虽然批评  
武 训 的 一 个 方 面 .仍 然 歌 颂 其 他 方 面 的 论 文 的 一 个 不 完 全 的 目 录 」 と して一覧 
表 に し て 掲 げ た が 、 か な り の 過 熱 ぶ り で 、 た と え ば r光 明 日 報 j 五一年二月 
二 十 六 日 付 は 、 孫 瑜 「编 导 r 武 训 传 j 记 」 、 長 之 「武 训 传 电 影 和 武 训 画  
传 」 、李 士 釗 「我 看 r武 训 传 』 电影」 、陶 宏 「我看了 r武 训 传 j 电影」 の四 
編 の 映 画 評 で 四 面 の 全 ペ ー ジ を 埋 め て い る 。 そ の う ち 、 孫 瑜 の も の は い わ ば  
監 督 と し て の 手 記 で あ る が 、 そ こ に は 製 作 者 の 意 図 が 集 約 さ れ て お り 、 それ 
は ま た 賞 賛 者 た ち の 主 要 な 論 点 で も あ っ た0 孫 瑜 は こ の 映 画 の 「価 値 」 を、 
つ ぎ の 三 点 に し ぼ っ て い る 。

「(一 ）r武 训 传 』 揭 露 封 建 主 义 统 治 者 愚 民 政 策 的 毒 辣 ：武 训 这 一 介 农 民 . 
认 识 了 文 化 的 需 要 、艰 苦 地 为 穷 孩 子 争 取 教 育 的 权 利 。 （二）r武 训 传 』 描写
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封 建 主 义 和 地 主 恶 霸 反 动 势 力 的 残 暴 。 武 训 站 稳 了 阶 级 的 立 场 ， 向统治者作
了 一 生 一 世 的 斗 争 。（三 )他 典 型 地 表 现 了 我 们 中 华 民 族 的 勤 劳 、勇 敢 、智慧
的崇高品质。 热 爱 他 也 可 以 热 爱 我 们 的 民 族 .提 高 了 民 族 的 自 信 和 自 豪 」 [主
要 部 分 の み 摘 出 k
映 画 と 並 ん で 、 李 士 釗 編 •孫 之 儁 画 の 劇 画 r武 训 画 传 j も五一年一月に上 

海 万 葉 書 店 か ら 出 版 さ れ た が 、 こ れ に は 郭 沫 若 が 書 名 を 揮 毫 し 、か つ 「在吮 
吸 别 人 的 血 以 养 肥 自 己 的 旧 社 会 里 面 ， 武 训 的 出 现 是 一 个 奇 迹 。 他以贫苦出 
身 .知 道 教 育 的 重 要 .靠 着 乞 讨 敛 舍 兴 学 .舍 己 为 人 是 难 得 的 。 但他那样也解 
决 了 不 少 问 题 .作 为 奇 迹 珍 视 是 可 以 的 」 と 「序 言 」 に書いた。

こ う し て 、映 画 r武 訓 伝 j を き っ か け に 、 一 種 の く 武 訓 ブ ー ム > とでも呼 
ぶ べ き 雰 囲 気 が 出 来 上 が っ て い た の が 、 建 国 後 一 年 余 り 経 っ た 一 九 五 〇 十 二  
月 か ら 翌 年 三 月 に か け て の 中 国 文 化 界 の 情 況 で あ っ た 。

こ の 間 、 民 国 時 代 に 児 童 教 育 を 通 じ て 民 族 解 放 に 努 め た こ と で 知 ら れ る 陶  
行 知（1891〜1946)が 、在 世 中 に し き り に 武 訓 を 顕 彰 し た こ と か ら 、 陶行知の 
名 も し ば し ば 話 題 に の ぼ っ た 。 そ も そ も 映 画 r武 訓 伝 j の 制 作を思いつかせ 
た の が 、 一 九 四 四 年 の 夏 に 陶 行 知 か ら 贈 ら れ た r武 訓 先 生 画 伝 』 であった 
と、 孫 瑜 は 上 述 の 手 記 で 述 べ て い る 0 こ の 当 時 、 陶行知は 知 識 人 の 間 で 敬 愛  
さ れ る 存 在 で あ っ た か ら 、彼 の 名 は 武 訓 と 結 び つ い て 、敬 意 を も っ て 語 ら れ  
た の で あ る 。

3

こうしたなかで、 ひ と り r人 民 日 報 』 の み は 沈 黙 を ま も っ て い た 。
無 論 、 建 国 間 も な い 中 華 人 民 共 和 国 は 朝 鮮 戦 争 と い う き び し い 政 治 情 況 下  

に お か れ て い た か ら 、執 政 党 の 機 関 紙 が 一 本 の 映 画 ご と き を 問 題 に す る ゆ と  
り が な か っ た の だ と い う 解 釈 も で き な い わ け で は な い が 、 この場合はどうも 
そ う で は な い 。 五 月 に 入 っ て 『武 訓 伝 』 批判 の キ ャ ン ペ ー ン を 始 め た と い う  
周 知 の 結 果 か ら そ う 言 う の で は な く て 、 た と え ば 三 月 の 段 階 で 、林 淡 秋 「新 
中 国 人 民 电 影 事 业 的 胜 利 」（三 月 七 日 付 ）で は 、 前 年 に 国 営 映 画 制 作 所 で 制 作  
さ れ た 映 画 二 十 六 本 が そ の 月 の 八 日 か ら 全 国 二 十 都 市 で 集 中 上 映 さ れ る こ と  
を 四 段 抜 き で 大 々 的 に 報 じ て い る し 、 こ れ を う け た か た ち で 、三月十九日付 
に は 「上 海 观 众 为 进 步 电 影 而 欢 呼 」 と い う こ れ ま た 四 段 抜 き の 記 事 （無 署 名 ） 
を 載 せ 、 上 海 解 放 後 わ ず か 一 年 十 個 月 で ア メ リ カ 映 画 が 上 海 か ら 一 掃 さ れ た  
と し て 、 春 節 期 間 中 に r鋼 鉄 戦 士 j 、 r両 家 春 j などの国 産 映 画 の 観 客 数 が
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二 十 万 人 を 越 え た こ と を は じ め 、 四 十 を 越 え る 上 海 の 映 画 館 の 動 向 を こ と こ  
ま か に 報 じ て い る の で あ る 。

あ る い は 、 「读 者 来 信 」 欄 で は 、 「建 立 电 影 院 和 剧 场 的 良 好 秩 序 」 をテー 
マ に 、 観 客 の マ ナ ー の 向 上 や 映 画 館 •劇 場 の 設 備 の 改 善 を め ぐ っ て 、 上映中 
の 喫 煙 禁 止 と い っ た こ と を 含 め た き わ め て 具 体 的 な 議 論 を 展 開 し て も い る （四 
月 十 五 日 付 、四 月 二 十 九 日 付 )。

こ れ ら は い づ れ も 、 新 し い 国 造 り を 始 め た ば か り の 当 時 の 息 吹 を 生 き 生 き  
と 今 日 に 伝 え て い る が 、 こ う し た こ と か ら み て 、 r人 民 日 報 j があれほど評 
判 を 呼 ん だ 映 画 r武 訓 伝 』 に 無 関 心 で あ っ た は ず が な く 、一 月から四月にか 
け て の 沈 黙 は 不 自 然 で あ っ た 。 少 な く と も 、 当時の 人 々 の 目 に は そ う 映 っ た  
は ず で あ る 。

も っ と も 、 映 画 で は な く て 、 r武 訓 画 伝 j に つ い て は 、 三 月 の 段 階 で 、 
「读 者 • 編 者 」 欄 に 王 一 波 と い う 読 者 の 投 書 が 載 っ て い る （三 月 十 八 日 付 ）。

そ の 一 部 を 示 せ ば 、
「中 国 人 民 是 有 着 勤 劳 坚 毅 的 伟 大 传 统 的 ， 即 使 在 历 史 上 封 建 反 动 的 统 治  

下 .仍 然 出 现 不 少 可 歌 可 泣 的 人 物 ，行 乞 兴 学 的 武 训 就 是 其 中 之 一 。 武训是 
应 该 受 到 表 扬 的 。 然 而 表 扬 武 训 并 不 等 于 把 武 训 的 事 迹 全 部 搬 了 出 来 ， … … 
(中 略 )。 例 如 他 经 常 使 用 的 r跪 请 』 r跪 求 』 等 方 式 .我 们 有 什 么 必 要 把 它  
保 留 下 来 么 ？」
こ れ に 対 す る 編 者 の 反 応 が 四 月 二 十 二 日 付 の 「读 者 •编 者 」 欄 に あ っ て 、 

『武 训 画 传 j の 編 者 李 士 釗 か ら 四 月 十 一 日 付 で 、 王 一 波 の 批 判 を 受 け た 自 己
批 判 の 手 紙 が 編 集 部 に 寄 せ ら れ た と し て 、 「把 许 多 不 该 写 的 也 写 出 来 .而 且  
批 评 得 不 够 深 入 ， 自 己 犯 了 客 观 主 义 的 错 误 .还 以 为 忠 实 于 历 史 主 义 。 我愿意 
竭 诚 地 接 受 批 评 和 指 正 」 と い う 手 紙 の 一 節 を 引 用 し た 上 で 、

「实 际 上 .武 训 的 努 力 是 服 务 于 反 动 统 治 阶 级 的 ， 他 在 当 时 的 历 史 上 .并 没  
有 任 何 革 命 的 作 用 。 正 因 为 这 样 ， 他 的 r兴 学 』 才 采 取 了 向 地 主 跪 请 跪 求 的  
方 式 .而 且 受 到 了 反 动 王 朝 的 旌 表 」

と し て 、 「王一 波 先 生 的 批 评 和 李 士 钊 先 生 的 自 我 批 评 并 未 触 到 r武 训 画 传 j 
的 主 要 问 题 。希 望 李 王 先 生 能 作 进 一 步 的 检 讨 」 と、 きびしい批判を投げ返し 
て い る 0 こ れ が く 武 訓 ブ ー ム > に 対 す る r人 民 日 報 』 の 最 初 の 反 応 で あ っ  
た 。 情 況 を 見 極 め つ つ 、 軽 く ジ ャ ブ を く り 出 し た 感 じ で あ る 。 た だ 、 この三 
日 後 の 四 月 二 十 五 日 発 売 の 文 連 機 関 誌 r文 芸 報 j 第 四 卷 第 一 期 に は 後 述 の 賈  
霽 「不 足 为 训 的 武 训 」 お よ び 江 華 「建 议 教 育 界 讨 论 r武 训 传 j 」 が掲載され 
て い た か ら 、注 意 深 い 人 に は 、 こ の 時 点 で か な り な き な 臭 さ は 感 じ ら れ た か
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も 知 れ な い 。 た だ 、 思 想 批 判 運 動 に 慣 れ た 後 の 時 代 と 違 っ て 、 人々にとって 
こ れ が い わ ば 初 体 験 で あ っ て み れ ば 、 こ と が そ れ ほ ど 深 刻 に 受 け と め ら れ た  
よ う に は 思 え な い 。 後 の 人 々 が こ の 批 判 運 動 を 語 る 際 に 、 例 外 な く 前 述 の  
r人 民 日 報 j 「社 论 」 か ら 説 き 起 こ す こ と な ど も 、 四月段 階 で は ま だ こ と の  

深 刻 さ が ぽ と ん ど 意 識 さ れ て い な か っ た こ と を 、側面から物語るもののよう 
で あ る 。 ともか く 、 こ れ か ら ひ と 月 足 ら ず 、 r人 民 日 報 』 はなおも沈 黙 を 続  
け る の で あ る が 、 「读 者 •编 者 」 欄 の こ の 目 立 た ぬ 動 き が 、 その後の批判運 
動 の ひ そ や か な 序 幕 で あ っ た こ と は 間 違 い な い 。 。

4

五 月 十 六 日 付 と 十 七 日 付 の r人 民 日 報 j は 、 突 如 二 日 連 続 で 映 画 r武訓 
伝 』 に 対 す る 批 判 論 文 を 掲 載 す る 。

十 六 日 付 は 三 面 の 四 分 の 三 ち か く を 使 っ て 、① 楊 耳 「陶 行 知 先 生 表 扬 “ 武 
训 精 神 ” 有 积 极 作 用 么 ？」、 ② 江 華 「建 议 教 育 界 讨 论 武 训 传 』 」 、③鄧友梅 

「关 于 武 训 的 一 些 材 料 」 の 三 本 を 掲 載 し 、 ほ か に 「鲁 迅 先 生 谈 武 训 」 という 
見 出 し の 囲 み で 、 魯 迅 が 何 干 の ペ ン ネ ー ム で 書 い た 雑 感 「难 答 的 问 题 」 （r且 
介 亭 杂 文 •附 集 j 所 収 ）を や や 大 き め の 活 字 で 収 め た 。 ま た 掲 載 に 当 た っ て
は、 次 の よ う な 「编者按」 を付けた0

「歌 颂 清 朝 末 年 的 封 建 统 治 拥 护 者 武 训 而 污 蔑 农 民 革 命 斗 争 、 污 蔑 中 国 历  
史 、 污 蔑 中 国 民 族 的 电 影 r武 训 传 』 」 的 放 映 .曾 经 引 起 北 京 、 天 津 、上海 
等 地 报 纸 刊 物 的 广 泛 评 论 。 值 得 严 重 注 意 的 是 最 早 发 表 的 评 论 (其 中 包 括 不 少  
共 产 党 员 所 写 的 评 论 )全 部 是 赞 扬 这 部 影 片 或 者 是 赞 扬 武 训 本 人 的 」
翌 十 七 日 付 で は 、④ 賈 霽 「不 足 为 训 的 武 训 」 という長い論文が三面のほと

ん ど を 占 め た 。
こ う し て 映 画 r武 訓 伝 j お よ び < 武 訓 ブ ー ム > に 対 す る 全 面 的 な 批 判 運 動  

の 幕 が 上 が る の だ が 、 こ こ で ち ょ っ と 寄 り 道 を す る と す れ ば 、 これらの文章 
は 上 記 「編 者 按 」 も 断 っ て い る よ う に 、 魯 迅 の そ れ も 含 め て す べ て r文芸 
報 』 に 発 表 さ れ た も の の 採 録 で あ っ た 0 た だ 、 も と も と の 発 表 の 順 序 は 、④ 
と ② が 四 月 二 十 五 日 発 行 の 第 四 卷 第 一 期 に 、 ① と ③ が 五 月 十 日 発 行 の 同 第 二  
期 に 発 表 さ れ た も の で 、① は ④ へ の 批 判 と し て 書 か れ た も の で あ っ た 。 従っ 
て、 こ と の 順 序 か ら 言 え ば ④ を ま ず 紹 介 し 、 次 い で そ れ へ の 批 判 と し て 書 か  
れ た ① を 掲 載 す る と い う の が ス ム ー ス な は ず な の に 、 r人 民 日 報 j の編者は 
そ れ を 転 倒 さ せ た 。 そ の 理 由 を 「編 者 按 」 は ① に つ い て 、 「这篇文章虽然只
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接 触 了 这 个 问 题 的 一 个 侧 面 ， 见 解 却 比 较 深 刻 」 と 記 す の み だ が 、 両者を読み 
比 べ て み れ ば 、編 者 の 秤 が ど こ で 振 れ た か は 明 ら か で あ る 。

問 題 は 陶 行 知 に あ っ た 。 前 述 し た よ う に 、 民 国 時 代 に 陶 行 知 は し き り に 武  
訓 を 顕 彰 し た が 、 こ れ に つ い 賈 霽 が 「国 民 党 万 恶 统 治 下 的 白 色 恐 怖 的 环 境 与  
条 件 」 の 下 で 陶 行 知 が 「武 训 精 神 」 を 「表 扬 」 し た の は 「陶行知先生当时是 
对 的 ， 他 的 苦 心 是 完 全 可 以 理 解 的 」 と 一 定 の 理 解 な い し 評 価 を 示 す の に 対 し  
て 、楊 耳 は 、

「在 某 种 意 义 上 说 ， 在 反 动 统 治 下 宣 扬 r武 训 精 神 』 ， 比起今天人民取得了 
政 权 之 后 宣 扬 r武 训 精 神 j . 它 的 为 害 决 不 可 能 更 小 些 。 相 反 ，倒不如说是 
可 能 更 大 些 。 因 为 .在 反 动 统 治 下 面 宣 扬 「武 训 精 神 j . 就 会 更 直 接 地 r降 
低 和 腐 食 群 众 的 文 化 和 政 治 上 的 战 斗 力 j 」

と、 ま っ た く こ れ を 認 め よ う と し な い 。 現 実 の 複 雑 さ を 視 野 に 入 れ よ う と し  
な い 口 舌 の 徒 の 空 論 に 似 て い る が 、 r人 民 日 報 』 の 編 者 は 、 こ の 楊 耳 の 「不 
管 是 今 天 或 是 昨 天 ， r武 训 精 神 j 都 是 不 值 得 表 扬 的 ，也 不 应 当 表 扬 的 」 とい 
う 論 点 に 肩 入 れ し 、 賈 霽 は そ れ と の 対 比 で 、 い わ ば 手 頃 な 批 判 の 対 象 と し て  
付 き 合 わ さ れ た 格 好 で も あ っ た 。

そ し て 、 こ の 文 脈 の 上 で 、 「应 当 重 视 电 影 r武 训 传 j 的 讨 论 」 と題する五 
月 二 十 日 付 の 「社 论 」 が r人 民 日 報 』 の 第 一 面 に 発 表 さ れ る 。 今日では毛沢 
東 の 執 筆 で あ る こ と が 広 く 知 ら れ て い る こ の 「社 论 」 を き っ か け に 、 批判運 
動 が 本 格 的 に 始 ま っ た こ と は 、 従 来 か ら 争 っ て 指 摘 さ れ て い て 、 また事実そ 
の と お り な の だ が 、 こ れ ま で 述 べ た 流 れ の 中 に 置 い て み れ ば 、 たとえば批判 
の 理 論 的 枠 組 み = 方 向 性 を 示 し た 冒 頭 に ち か い 有 名 な 一 段 、

「像 武 训 那 样 的 人 ， 处 在 满 清 末 年 中 国 人 民 反 对 外 国 侵 略 者 和 反 対 国 内 反 动  
封 建 统 治 者 的 伟 大 斗 争 的 时 代 ，根 本 不 去 触 动 封 建 经 济 基 础 及 其 上 层 建 筑 的  
一 根 毫 毛 ， 反 而 狂 热 地 宣 传 封 建 文 化 ， 并 为 了 取 得 自 己 所 没 有 的 宣 传 封 建 文  
化 的 地 位 .就 对 反 动 的 封 建 统 治 者 竭 尽 奴 颜 婢 膝 的 能 事 ， 这 种 丑 恶 的 行 为 ， 
难 道 是 我 们 所 应 当 歌 颂 的 么 ？ j

な ど も 、 そ の 趣 旨 は 前 述 の 「读 者 •编 者 」 の 言 葉 に 通 じ る し 、 「污蔑农民革 
命 斗 争 ， 污 蔑 中 国 历 史 .污 蔑 中 国 民 族 」 と い う 前 記 「编 者 按 」 に使われた表 
現 も 、 こ こ に そ の ま ま の 形 で 現 れ る 。 こ う し た 点 を 考 え る と 、 「社 论 」 に毛 
沢 東 の 手 が 入 っ て い る こ と は 確 か だ と し て も 、 批 判 の 基 本 的 骨 格 は 、 これ以 
前 に 党 中 央 の ど こ か の 段 階 で 方 向 付 け ら れ た と 思 え る 。 むしろ常識 的 に 考 え  
て も 、 毛 の 介 入 は か な り 早 い 段 階 か ら あ っ た と 考 え る べ き で 、 上記の事実は 
そ の か す か な 痕 跡 と 言 え る か も 知 れ な い 。 た だ 「社 论 j の 末 尾 の 一 段 、
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「特 別 值 得 注 意 的 ，是 一 些 号 称 学 得 了 马 可 思 主 义 的 共 产 党 员 。 他们学得了 
社 会 发 展 史 一 一 历 史 唯 物 论 ，但 是 一 遇 到 具 体 的 历 史 事 件 ， 具体的历史人物 
(如 像 武 训 ），具 体 的 反 历 史 的 思 想 （如 像 电 影 r武 训 传 j 及其他关于武训的著 
作 ）， 就 丧 失 了 批 判 的 能 力 .有 些 人 则 竟 至 向 这 种 反 动 思 想 投 降 。 （中略)一些 
共 产 党 员 自 称 已 经 学 得 的 马 可 思 主 义 .究 竟 跑 到 什 么 地 方 去 了 呢 ？ j

の あ た り は 、癖 の あ る 独 特 の 皮 肉 っ ぽ い 口 調 か ら み て 、 間違いなく毛その人 
の も の に 違 い な い 0

「社 论 」 の 発 表 と 同 時 に 、 お な じ 日 の r人 民 日 報 j は 第 三 面 の 「党的生 
活 」 欄 で 、 こ れ を 「资 产 阶 级 的 反 动 思 想 」 に 対 す る 「一 场 原 则 性 的 思 想 斗  
争 」 で あ る と し て 、 「共 产 党 员 应 当 参 加 关 于 r武 训 传 』 的 批 判 」 と呼びかけ 
た 。 こ の 指 示 は 、 「凡 是 放 映 过 r武 训 传 j 的 各 城 市 .那 里 的 党 组 织 都 要 有 计  
画 地 领 导 对 『武 训 传 j 的 讨 论 .要 把 领 导 这 一 讨 论 当 作 一 个 严 重 的 思 想 教 育 エ  
作 」 「将 使 每 个 党 员 懂 得 了 革 命 者 与 封 建 统 治 拥 护 者 的 原 则 区 別 .人 民 民 主 主  
义 与 改 良 主 义 的 区 別 ， 民 族 传 统 中 落 后 的 、 消 极 的 、 反 动 的 东 西 和 进 步 的 、积 
极 的 、 革 命 的 东 西 的 区 別 」 な ど と 、 か な り 細 か く 闘 争 の 具 体 的 方 向 を も 示 し  
て い る 。

こ う し て 批 判 の 理 論 的 枠 組 み と 方 向 性 を 示 し た r人 民 日 報 』 五月二十日付 
は 、 「党 的 生 活 」 に 並 べ て 鄧 友 梅 「武 训 在 历 史 上 是 个 什 么 角 色 ？」 を掲げ 
て 、批 判 の 重 点 が 武 訓 に あ る こ と を も 示 唆 し た 。

さ ら に 第 五 面 に は 金 紫 光 「从 新 认 识 武 训 」 、 お よ び 端 木 蕻 良 「武训是封建 
统 治 者 所 肯 定 的 示 范 人 物 一 一 致 本 刊 编 者 信 」 と い う 二 人 の 「自我批评」 の文 
章 を 掲 載 し た 。 前 者 は r新 民 報 j に 発 表 し た 文 章 で 「小 资 产 阶 级 温 情 主 义 的  
观 点 」 で 武 訓 に 同 情 を 示 し た こ と を 、 ま た 後 者 は 「封建统治 者 所 肯 定 的 示 范  
人 物 」 で あ る 武 訓 に 対 し て 「肯 定 的 赞 扬 的 态 度 」 を 取 っ た こ と を 、 それぞれ 
常 識 的 な 範 囲 で 素 直 に 反 省 し て い る と 読 め る が 、 r人 民 日 報 j はこれらに対 
し て 「还 极 不 够 深 刻 」 と の 「編 者 按 」 をつけた。 つ ま り 、 こ の 程 度 の 「自我 
批 评 」 で は ダ メ だ と の 見 本 を 示 し た わ け で あ る 。 そ の 上 で 、 「編 者 按 」 は 

「必 须 进 行 一 个 全 面 的 、有 系 统 的 、 深 人 的 批 判 .以 肃 清 武 训 宣 传 者 在 人 民 中  
间 所 传 播 的 毒 害 的 影 响 」 と 声 を 励 ま す の で あ る 。 まことに至れり尽くせりと
いうべ き か 〇

か く し て r人 民 日 報 』 に お け る r武 訓 伝 』 批 判 の 第 一 幕 は 、 周到に用意さ 
れた。 後 は 敷 か れ た レ ー ル の 上 を 走 る に み で あ る 。
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批 判 運 動 の 第 二 幕 は 、 お お よ そ ー ヶ 月 つ づ い た 。 「社 论 」 発 表 の 翌 日 か  
ら、 各 地 の 取 り 組 み の 報 道 が r人 民 日 報 j に も 相 次 い だ が 、 その具体的な進 
行 に つ い て は 、 た と え ば 中 共 上 海 市 文 化 局 総 支 部 が 五 月 二 十 六 日 に 策 定 し た  
と い う 討 論 計 画 （六 月 十 日 付 「党 的 生 活 」 欄 ）な ど が 一 例 と し て 参 考 に な ろ  
う。

そ れ に よ れ ば 、 「学 习 时 间 」 と し て は 五 月 二 十 八 日 か ら 六 月 中 旬 ま で の 三  
週 間 を 予 定 す る 。 第 一 週 は 、 文 献 学 習 と 指 導 者 の 講 演 な ど を も と に 学 習 し 、 
小 グ ル ー プ ご と に 批 判 と 自 己 批 判 を 行 う 。 第 二 週 は 、.総 支 部 で 系 統 的 な 批 判  
を 展 開 し 、 か つ 武 訓 お よ び r武 訓 伝 j に つ い て の 自 己 批 判 を 書 く 。 文書の書 
け な い 者 は 、小 グ ル ー プ で の 発 言 を 記 録 し て も ら う 。 第 三 週 は 、 上記の文書 
を 支 部 ご と に 点 検 •評 価 し 、 総 会 で 評 価 を つ け て 公 表 す る 。 批判と自己批判 
が と く に 「深刻」 と 認 め ら れ る も の は 、 上 級 に 上 げ 、党 機 関 紙 な ど で 発 表 す  
る。

r人 民 日 報 j で 見 る か ぎ り 、 そ の 後 の 経 過 は 、 上 海 に か ぎ ら ず 、 ほぼこの 
よ う な テ ン ポ で 進 ん だ か と 思 え る が 、 「读 者 来 信 」 欄 に 現 れ た 下 部 で の 反 応  
に は 、 あ る 種のパターンが見て取れる。 一 例 を 挙 げ よ う 。

「十 年 前 我 从 小 学 课 本 上 读 到 了 武 训 的 故 事 以 后 .就 对 这 个 『非 常 』 的人物 
发 生 了 爱 好 和 崇 拜 的 心 理 。 我 深 深 地 为 他 的 数 十 年 如 一 日 的 r苦 行 』 所感 
动 。 （中 略 )不 久 以 前 .我 从 电 影 r武 训 传 』 上 看 到 他 乞 钱 挨 打 、 对 r义 学 』 
老 师 和 学 生 下 跪 的 时 候 感 动 得 流 了 泪 。 （中 略)但我读了 r不 足 为 训 的 武 训 』 
和 r陶 行 知 先 生 表 扬 “ 武 训 精 神 ” 有 积 极 作 用 么 ？j 两 篇 文 章 以 后 .我 对 武  
训 的 错 误 看 方 有 些 动 摇 了 。 接 着 我 和 一 些 同 学 们 交 换 意 见 .又 经 过 了 两 天 的  
冷 静 思 考 .我 对 武 训 的 认 识 完 全 变 了 ，说 他 没 有 阶 级 立 场 是 正 确 的 」（杨冰 
五 月 二 十 五 日 付 「读 者 来 信 」欄 ）
以 下 は 、 武 訓 の 「苦 行 」 は 階 級 矛 盾 を 糊 塗 す る も の で 、 武訓は封建支配階 

級 の 手 先 と 見 る べ き だ と い う 、 「社 论 」 の 線 に た ど り つ く の だ が 、 その.こと 
よ り も 、 か つ て は 武 訓 や r武 訓 伝 j に 涙 し て い た の が 批 判 運 動 で 目 覚 め た と  
す る 、読 者 の 投 書 （つ ま り と く に 「深 刻 」 と 認 め ら れ た 下 部 の 自 己 批 判 書 ）の 
多 く に 共 通 す る パ タ ー ン が 興 味 深 い 。

お な じ 傾 向 は 、 孟 冰 「我 们 讨 论 了 电 影 r武 训 传 』 」 （六 月 十 六 日 付 r文芸 
報 』 第四卷第四号原載）に も 見 ら れ る 。 これは中央文学研究所での討論の報告 
で あ る が 、 映 画 r武 訓 伝 j を 見 た 当 初 の 反 応 は 以 下 の 四 種 類 で あ っ た と い  
う。
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① 「认 为 这 部 片 子 很 好 。 有 几 个 同 志 曾 感 动 得 流 下 泪 来 」
② 「认 为 武 训 还 是 我 们 民 族 历 史 上 一 个 好 人 物 。 他 的 r苦 行 』 、 r利 他 』 和 

r顽 强 j 精 神 正 是 我 们 的 标 榜 」
③ 「认 为 武 训 的 方 向 、 道 路 是 错 误 的 ， 可 是 他 的 r苦 行 j 、 r利 他 』 、 r坚 

韧 的 事 业 精 神 j . r为 穷 孩 子 』服 务 的 主 观 愿 望 还 是 好 的 」
④ 「认 为 武 训 的 全 部 历 史 、 事 业 、精 神 道 德 都 是 错 误 的 」
こ の う ち 、① と ④ が 少 数 で あ っ た 、 と 孟 冰 は 言 う 。 これは文学研究所とい 

う 知 的 エ リ ー ト 集 団 で の 反 応 だ が 、 も っ と 普 通 の 庶 民 レ ベ ル で は 、上 記 の 楊 
冰 が そ う で あ る よ う に 、① の 比 率 が ② と 並 ん で 高 く 、④ は ご く 少 数 で あ っ た  
に違 い な い 。 だ か ら こ そ あ れ ほ ど の 評 判 を 得 た わ け だ が 、 毛 沢 東 （および中共 
中央）が や ろ う と し た こ と は 、 こ の 比 率 を 逆 転 し 、①から③を批判によって完 
膚無き ま で に 叩 き 潰 し て 、④ 一 本 に 認 識 を 統 一 す る こ と だ っ た と 言 え ば 、 こ 
とはわかり や す い 。 ’

そ の た め 、 r人 民 日 報 』紙 上 で も 盛 ん な 応 酬 が 交 わ さ れ た が 、 ここでは紙 
幅 の 制 限 も あ る の で 、 そ れ ら を 以 下 の 二 点 に し ぼ っ て 、 アウトラインを示す 
にとど め る 。

①武訓批判
映 画 r武 訓 伝 』 批 判 は 、 つ ま る と こ ろ 歴 史 上 の 実 在 の 人 物 で あ る 武 訓 そ の  

人 を ど う 評 価 す る か に か か っ て い る の で 、 こ の 点 を め ぐ っ て 汪 曾 祺 「武训的 
错 误 」 （五 月 二 十 二 日 付 ）、 謝 興 堯 「武 训 其 人 其 事 」 （五 月 三 十 日 付 ）、 胡 縄 

「为 什 么 歌 颂 武 训 是 资 产 阶 级 反 动 思 想 的 表 现 ？」（六 月 七 日 付 ）、 鮑 昌 「武训 
到 底 是 为 谁 服 务 的 ？」 な ど の 長 大 な 論 文 が 次 々 と 書 か れ た が 、 その主旨は前 
述 の 「社 论 」 に つきている。 た だ 、 そ れ ら の 多 く が 、 「我 们 得 到 否 定 和 蔑 视  
武 训 的 结 论 ，究 竟 是 不 是 因 为 我 们 采 取 了 一 种 拿 r现 在 的 尺 度 j 衡量古人的粗
鲁 辨 法 呢 ？」（胡縄）と い う 問 題 を め ぐ っ て 多 く の 紙 幅 を 費 や し て い る の は 、 
今 日 の 目 で 見 れ ば 、そ れ ら の 批 判 者 自 身 が 、 お の れ の 立 脚 点 の 弱 さ に 気 が つ  
い て い た こ と の 証 左 で も あ っ た ろ う 。 「现 在 的 尺 度 」 であり得るはずのない 
< 革 命 〉の 要 求 を 古 人 に 突 き つ け る 毛 沢 東 時 代 の 歴 史 認 識 の 「粗 暴 」 さは、 
ま さ に こ れ ら の 論 文 に 始 ま る の で あ る 。

な お 小 さ な 問 題 で あ る が 、 こ こ に 登 場 す る 汪 曾 祺 は 、 あ の “ 京 派 ” の作家 
で あ ろ う か 。 「社 论 」発 表 の 翌 々 日 に 出 さ れ た こ の 長 い 論 文 は 、 「革 命 .是  
统 治 者 最 讨 厌 的 东 西 。 因 为 讨 厌 革 命 .反 动 的 统 治 者 就 是 欢 迎 武 训 」 うんぬん 
と、 な か な か に 勇 ま し い の だ が 、 ま さ か こ れ が あ の 汪 曾 祺 の 手 に な る と は 信  
じられない。
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② く 自 己 批 判 > とそれへの反応
「社 论 」 の 発 表 に よ っ て 最 大 の 圧 力 を 受 け た の が 監 督 の 孫 瑜 で あ っ た こ と  

は 想 像 に 難 く な い が 、彼 は 五 月 二 十 六 日 付 で 「我 对 r武 训 传 j 所犯错误的初 
步 认 识 」 な る 千 字 足 ら ず の 短 い 自 己 批 判 を 発 表 し た が 、 そ れ は 「无论编导者 
的 主 观 愿 望 如 何 .客 观 的 实 践 却 证 明 了  r武 训 传 』 对 观 众 起 了 模 糊 革 命 思 想 的  
反 作 用 」 と か 、 「我 描 写 武 训 行 乞 兴 学 的 失 败 和 他 发 现 了 他 自 己 失 败 后 的 痛  
苦 .以 为 那 就 算 是 批 评 了 他 ：可 是 基 本 上 我 是 在 同 情 他 和 歌 颂 他 。 这一个错误  
是 极 其 严 重 的 」 とか、 内 心 批 判 に 納 得 し て い な い こ と の 明 ら か な も の で あ っ  
た 。 こ れ に 対 し て は 、 丁 曼 公 「武 训 的 真 面 目 ー ー 评 r武 训 传 j 影 片 、 武训及 
孙 瑜 先 生 的 检 讨 」（五 月 二 十 九 日 付 ）が 「作 者 的 主 观 愿 望 不 能 离 开 他 的 创 作 的  
客 观 实 践 来 说 明 」 という 公 式 論 か ら こ れ を 叩 い た 。

孫 瑜 よ り も 粘 り 腰 を み せ た の は r武 訓 画 伝 』 の 編 者 李 士 釗 で 、 「我初步认  
识 了 崇 拜 与 宣 扬 武 训 的 错 误 」（五 月 三 十 一 日 付 ）は 、 自 己 批 判 の 形 は 取 っ て い  
る も の の 、 「退 一 万 步 说 ： r武 训 在 旧 社 会 还 是 个 好 人 吧 j 」 「在中国的封建 
社 会 里 .穷 人 不 能 念 书 ， 他 以 一 个 穷 苦 农 民 的 身 份 ， 自发地起来为人民创造受 
教 育 的 机 会 ，（中略）总 该 有 他 的 r人 民 性 』 吧 ？」 と い っ た 言 葉 を 批 判 の 対 象  
と い う 体 を つ く ろ い な が ら あ ち こ ち に 散 り ば め 、 か つ 陶 行 知 に つ い て も 「我 

. 回 忆 陶 行 知 先 生 一 九 四 三 年 中 国 人 民 抗 日 战 争 最 艰 苦 的 阶 段 .他 为 了 鼓 励 大 家  
坚 决 地 在 反 动 统 治 下 .为 坚 持 民 主 教 育 运 动 的 斗 争 .而 提 出 r新 武 训 运 动 』 口 
号 的 苦 心 ， 是 可 以 理 解 的 ！」 と 述 べ る な ど 、 「现 在 的 尺 度 」 で古人を切り捨 
て る こ と に 執 拗 な 抵 抗 を み せ た 。 強 い ら れ た 奴 隸 の 言 葉 を 使 い つ つ 、 おのれ 
の 信 念 を 語 っ た と い う 点 で 、 今 日 読 ん で も 歯 ご た え の あ る 一 文 だ が 、 これに 
対 し て は 張 再 学 「好 名 词 掩 盖 下 的 坏 思 想 一一评 r武 训 画 传 』 及李士钊先生的 
检 讨 」（六 月 一 日 付 ）、 朱 丹 「评 r武 训 画 传 j 及 李 士 判 先 生 的 检 讨 」（六月三日 
付）、 王 朝 聞 「评 r武 训 画 传 』 的 创 作 作 风 」 （同上）、 華 君 武 「不应歪曲劳动人 
民 的 形 象 ！」（同上）な ど の 反 批 判 が 相 次 い だ が 、 論 点 は こ れ ま で 紹 介 し た の  
と大同小異 な の で 、略 す 。

こ う し た 中 に あ っ て 、 編 者 か ら 「态 度 是 诚 恳 的 」 「我 们 欢 迎 这 种 自 我 批  
评 」 と 独 り 合 格 点 を も ら っ た の は 李 長 之 「我 在 关 于 r * . ，』 的讨论中获得 
了 教 育 」（五 月 二 十 七 日 付 ）で あ っ た 。 そ の 特 徴 を 一 口 で 言 え ば 、 毛 沢 東 r文 
芸 講 話 j の 線 に そ っ て こ と こ ま か に 自 己 点 検 を 進 め て い る こ と で 、 「社会实  
践 是 检 验 主 观 愿 望 的 标 准 ， 效 果 是 检 验 动 悸 的 标 准 」 、 「以 政 治 标 准 放 在 第一 
位 .以 艺 术 标 准 放 在 第 二 位 」 な ど の 毛 の 言 葉 も 引 用 さ れ て い る 。 こうした風 
習 は こ の 当 時 は ま だ 一 般 的 で は な か っ た が 、 いかにも優等生の作文めいたこ
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う し た 自 己 批 判 が r人 民 日 報 』 編 者 か ら 「歓 迎 」 さ れ た こ と は 、 本音よりも 
建 て 前 の 重 視 さ れ る 時 代 に な っ た こ と を 物 語 る も の の よ う で も あ る 。 上述の 
李 士 釗 の ケ ー ス と 並 べ て み る と 、 ひ と き わ そ の 感 が 深 い 。

著 名 人 で そ の 動 向 が 注 目 さ れ た 郭 沫 若 は 、 六 月 七 日 付 に 「联系着武训批判 
的 自 我 检 讨 」 を発表 し 、一 九 四 三 年 に 陶 行 知 の 主 催 す る 武 訓 記 念 会 で 武 訓 を  
賞 賛 し た こ と 、前 述 の よ う に r武 訓 画 伝 』 に 題 字 と序文を書いたことの非を 
率 直 に 認 め 、 「我 诚 恳 地 向 读 过 「武 训 画 传 』 地 朋 友 们 告 罪 」 と述 べ た が 、新 
国 家 の リ ー ダ ー の 一 人 で あ る 彼 の 場 合 、 む ろ ん 反 批 判 の 声 は 起 こ ら な か つ

6

冷 が て r人 民 日 報 ]は 、 七 月 二 十 三 日 か ら 二 十 八 日 に か け て 武 訓 歴 史 調 査  
団 に よ る 「武 训 历 史 调 查 记 」（以 下 「调 查 记 」 と略称）を 連 載 す る が 、 これに 
よ っ て 批 判 運 動 は 一 挙 に 終 幕 を 迎 え る 。 む ろ ん 、 こ れ 以 後 も r人 民 日 報 j 紙 
上 で r武 訓 伝 j を め ぐ る 発 言 は 年 末 ま で 断 続 的 に つ づ く が 、 それらはもはや 
批 判 運 動 と い う よ り も 学 習 運 動 と 言 う に ち か い 。 そ れ ほ ど 「调 查 记 」 のイン 
パ ク ト は 強 力 で あ っ た 。

「调 查 记 」 冒 頭 の 説 明 に よ れ ば 、 調 査 団 は 人 民 日 報 社 の 袁 水 柏 、 中央文化 
部 の 鍾 惦 楽 お よ び 李 進 （こ れ が 毛 沢 東 夫 人 の 江 青 の ペ ン ネ ー ム で あ っ た こ と  
は、 いまでは広く知 ら れ て い る ）を リ ー ダ ー と す る 十 三 人 で 、 二十数日かけて 
武 訓 の 故 郷 の 山 東 省 堂 邑 県 を 中 心 に 百 六 十 数 人 か ら 聞 き 取 り 調 査 を 行 い 、 関 
係 地 方 誌 も 蒐 集 し た と い う 。 「调 查 记 」 は 以 下 の 五 章 か ら な る 。

(一 ） 和武训同时的当地农民革命领袖宋景诗
(二 ） 武训的为人
(三 ） 武训学校的性质
(四 ） 武训的高利贷剥削
(五 ） 武训的土地剥削

そ れ ぞ れ の 章 が 紙 面 の 一 面 を ほ と ん ど 独 占 す る ほ ど の 長 文 で あ る が 、 読者 
を あ っ と 言 わ せ た の は 、 な に よ り も 、 武 訓 の 故 郷 に 、 武 訓 と 同 時 期 に 、 捻軍 
と 繫 が り を 持 っ た 農 民 革 命 軍 .黒 旗 軍 と そ の リ ー ダ ー 宋 景 詩 が 存 在 し た こ と  
を 明 ら か に し た こ と で あ っ た （一）。 こ の 発 見 に よ っ て 、 「武训受了 r具体的 
历 史 条 件 的 限 制 』 ， 是 不 可 能 有 革 命 的 思 想 和 行 动 的 」 と す る 根 強 い < 歴史的 
限 界 > 論 は 破 産 し た 、 と 「调 查 记 」 は 言 う 。 そ の 上 で 、 聞 き 取り調査や文献
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資 料 を も と に 、 「武 训 是 一 个 以 r兴 义 学 』 为 手 段 .被 当 时 反 动 政 府 赋 予 特 权  
而 为 整 个 地 主 阶 级 和 反 动 政 府 服 务 的 大 流 氓 、 大 债 主 和 大 地 主 」 だときめつけ 
(二 、 四 、 五）、 そ の 「義 学 」 も 「以 r为 贫 寒 』 的 口 号 欺 骗 农 民 ， 而实际上为  
地 主 和 商 人 辨 成 了 三 所 学 校 」 と い う の が 実 体 で あ っ た と 述 べ た 。 武訓による 
土 地 購 入 台 帳 の 写 真 ま で 掲 載 さ れ た 。

こ の 「调 查 记 」 の 発 表 に よ っ て 、 こ と は も は や 武 訓 を ど う 評 価 す る か と い  
っ た 討 論 の レ ベ ル を 離 れ て 、 「好 好 学 习 r武 训 历 史 调 查 记 j 」（八 月 三 日 付  
「读 者 来 信 」 欄）と い う 方 向 へ と 流 れ て い く 。 や が て 、八 月 八 日 付 に は 、文連 

副 主 席 で 中 共 中 央 宣 伝 部 の 周 揚 が 長 大 な 論 文 「反 人 民 • 反 历 史 的 思 想 和 反 现
实 主 义 的 艺 术 一 一 电 影 r武 训 传 』批 判 」 を発表して、

「武 训 并 不 是 历 史 上 什 么 重 要 人 物 .他 不 过 是 反 动 的 封 建 统 治 者 的 各 色 各 样
的 奴 才 之 一 ，但 他 却 是 其 中 的 一 个 比 较 特 殊 的 、带 有 特 別 的 虚 伪 性 和 欺 骗 性
的奴才。 电 影 r武 训 传 』 就 以 历 史 的 伪 造 和 艺 术 的 渲 染 把 他 描 画 成 一 个 革 命
人 物 和 民 族 英 雄 。 于 是 一 具 封 建 僵 尸 穿 上 了 革 命 的 衣 服 大 摇 大 摆 地 走 进 人 民
的 行 列 .在 人 民 当 中 散 布 毒 素 」

と 書 い た が 、 こ れ が 結 論 で あ っ た 。 そ し て 、 こ の 年 も 末 の 一 月 二 十 四 日 に  
八 百 人 を 集 め て 開 か れ た 北 京 文 芸 界 の “ 学 習 動 員 大 会 ” で、 お な じ 周 揚 が 、

「由 于 领 导 上 的 放 松 或 放 弃 毛 泽 东 同 志 的 文 艺 路 线 ， 文 艺 思 想战线上产生了 
思 想 界 限 不 清 的 混 乱 现 象 」

と述べたのは、半 年 を 超 え る r武訓伝 j 批 判 運 動 の 行 き 着 い た 先 で あ っ た 。

7

以 上 の 流 れ を 俯 瞰 す れ ば 、 あ る 時 点 ま で 攻 撃 対 象 を 自 由 に 活 動 さ せ て お い  
て 情 況 を つ か み [五 〇 年 十 二 月 か ら 五 十 一 年 四 月 ]、機 が 熟 し た と 見 る や 正 面  
か ら 一 気 に 攻 撃 を か け [五 月 か ら 六 月 ]、最 終 的 に 相 手 の 息 の 根 を 止 め る [七 月  
以 降 ]と い う 展 開 が 見 て 取 れ る 〇 これは明らかに戦場における作戦の応用であ 
る が 、 こ の 際 に と く に 際 だ っ た 特 徴 は 、 い ち ば ん 大 事 な 第 二 段 階 で 大 衆 動 員  
の 方 法 を 取 る こ と で あ る 。 r人 民 日 報 j の 「读 者 来 信 」 欄 が そ の 一 つ の 現 れ  
で あ る 。 そ し て こ の パ タ ー ン が 、 こ の 後 く り 返 さ れ る 思 想 批 判 運 動 の 原 型 と  
な っ た 。 しかも、 時 代 が 下 が る に つ れ て 、 第 二 段 階 の 大 衆 動 員 に 拍 車 が か か  
り、 つ い に 文 化 大 革 命 に い た る わ け だ が 、 そ の 原 点 は こ こ に あ っ た 。 これ 
が 、 r武 訓 伝 j 批 判 の 一 つ の 意 味 で あ る 。

だ が こ の 運 動 に は む ろ ん 、 そ れ 独 自 の 意 味 も あ っ た 。 当 時 の r人 民 日 報 j
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を 繰 っ て み れ ば 、建 国 わ ず か 一 年 余 り の こ の 国 が 、 内 外 二 つ の 難題に取り組 
ん で い た こ と が わ か る 。 朝 鮮 戦 争 と 土 地 革 命 で あ る 。 ほ と ん ど 交 互 に 、 この 
二 つ の 問 題 に か ん す る 記 事 が 載 る と こ ろ か ら 、 当時の緊張した空気が伝わっ 
て く る 。 お り し も 七 月 に は 中 共 成 立 三 十 周 年 を 迎 え て い た が 、 それに合わせ 
て 、 r人 民 日 報 』 は 七 月 か ら 、 「中 国 社 会 各 阶 级 的 分 析 」 を初めとする毛沢 
東 の 初 期 著 作 の 掲 載 を 始 め 、 や が て 十 一 月 十 二 日 に は r毛 沢 東 選 集 j 第一巻 
が 発 売 さ れ る 。 こ う し た 動 き は 「中 国 共 产 党 的 创 造 者 和 领 袖 毛 泽 东 同 志 」（七 
月 一 日 付 の 八 面 組 み 写 真 の 見 出 し ）の 権 威 確 立 と い う こ と も さ る こ と な が ら 、

「进 一 步 巩 固 与 发 展 人 民 民 主 专 制 」（五 月 二 十 九 日 付 「社 论 j ) という姜求が 
よ り 根 本 に あ っ た と 言 う べ き で あ る 。 む し ろ 、 この両者は相補うものとして 
意 識 さ れ て い た は ず で あ る 。 そ し て 、 こ う し た 文 脈 に 置 い て み れ ば 、 r武訓 
伝 』 批 判 が 、朝 鮮 戦 争 と 土 地 革 命 と い う 二 つ の •■戦 場 ” のかたわらに設定さ 
れ た も う 一 つ の “ 戦 場 ” で あ っ た こ と が は っ き り す る0 これによって思想的 
武 装 を 整 え 、 翌 年 の く 三 反 •五 反 > 運 動 へ と 突 入 す る 。 別 の 言 い 方 を す れ  
ば 、 こ れ は 思 想 分 野 に お け る < 三 反 ♦ 五 反 > 運 動 で あ っ た 。 ここから新しい 
思 想 的 営 為 が 始 ま る と 、 運 動 の 担 い 手 た ち は 信 じ た は ず で あ る 。

しかし、 こ の 運 動 に よ っ て 、 < 旧 時 代 > は 死 を 宣 告 さ れ た 。 民国時代を生 
き 抜 い て き た 知 識 人 の ほ と ん ど は 、 こ の 運 動 に 出 逢 っ て 、 初 め て 「人民民主 
专 制 」 と は 何 か を 思 い 知 ら さ れ た は ず で あ る 。 もはや昨日のままではやって 
い け な い 。 そ こ は < 階 級 闘 争 〉至 上 論 の 支 配 す る 世 界 で 、 個人の自由な発想 
は 許 さ れ な い の だ と 。 長 い 戦 乱 や 国 民 党 時 代 末 期 の 腐 敗 へ の 嫌 悪 か ら 、 新世 
界 の 建 設 に 多 く の 知 識 人 が 期 待 を 寄 せ て い た だ け に 、 その戸惑いは大きかっ 
た は ず で あ る 。 こ こ で 紹 介 し た 孫 瑜 の 短 い 自 己 批 判 や 、 四 苦 八 苦 し て 民 国 時  
代 の お の れ や 陶 行 知 を 弁 護 し よ う と し た 李 士 釗 な ど の 文 章 は 、 その戸惑いを 
如 実 に 物 語 っ て い る 。

し か し 、 そ う し た 戸 惑 い に 対 す る 答 え は 、 く り 返 さ れ る 公 式 論 で あ っ た 。 
こ こ で は 十 分 に 引 用 す る こ と は で き な か っ た が 、 批 判 者 た ち の 論 点 は 、 結局 
の と こ ろ は 「社 论 」 の 観 点 の 敷 衍 で あ り 、 反 復 で あ っ た 。 そ の 意 味 で 、 これ 
は ま た そ の 後 四 半 世 紀 も つ づ く ス コ ラ 哲 学 時 代 の 始 ま り で も あ っ た 。 ここに 
紹 介 し た よ う に 、 公 式 論 は 見 事 に 勝 利 を 収 め た か に 見 え る 。 批 判 さ れ た 側  
は 、 や が て 大 同 小 異 の “ 自己批 判 ” を く り 返 す よ う に な っ た 。 だ が 、 はたし 
て そ れ は 勝 利 で あ っ た ろ う か 。
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